事例　４.５.１－１　　自社工程の分析
化学物質を管理する上で「７つの枠組み」を使用して、自社の工程が該当する枠組みを明らかにすることで、管理のポイントが絞り込む。
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枠組での主な管理ポイント


Ⅰ	仕様書入手/提出


	MSDS及びMSDSplus入手


Ⅱ	工程管理


	汚染・混入の防止


	組成変化把握


Ⅲ	仕様書提出


MSDS及びMSDSplus提出


含有情報提出


Ⅳ	含有情報入手


AIS入手


	受入確認


Ⅴ	ロット識別管理


	異部品混入防止


Ⅵ	含有情報提出


	AIS提出（MSDS及びMSDSplusを含む）


Ⅶ	共通管理





原部品


購入
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